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【目的 】外 陰 ヘ ル ペ ス を有 す る産婦が 経膣 分娩 に

至 っ た 場合 の 新生 児 管理 に 際 し ，発 症 予 防 や 治療

に お け る低 濃度 の acyclovir （ACV ）と interferon

β（IFN β）両薬剤に よ る相乗的併用抗ウ イ ル ス 効果

を報 告 した が ，今 回 は IFN βの 中和抗体 を使用 し

て 抗 ウ イ ル ス 作用 へ の 影響 を検 討 し，薬剤 併用効

果 の 確 認 を 行 な っ た 。 　【方法 】 Vero 細胞 浮遊 液

5× lescells加4を microplate に 分注 ．24時間 培

養 。 こ こ に 中和抗体 （抗 HulFN β Rabbit　 IgG ，

中和力価15000NIU ん 6，蛋 白量 5．46殍 加 の を用 い

て 抗 ウ イ ル ス 活性 を 中和 した IFN β （失格 IFN β）

0，1 − 100U ／me ．に よ る前処理の 4 − 6時間後 に ，ヘ ル

ペ ス ウイル ス と 1時間接触後，ACV を O．1 − 1μ M 添加

し培養 した 。 そ の 効果 は培養48時間後 tc　crystalViolet

染色を施 し，吸光度 の 測定から細胞障害阻止率を算定，

検討 した 。 【成績 】 IFN β200U ／磁 を 中和抗体 1500

NIU ／me と同量 混合 し，4 ℃ ，1 時間処 理 する と抗

ウ イ ル ス 活性 は 完 全 に 消失 し た 。 こ の 失活 IFN β

で 細胞 を処 理後 ウ イ ル ス と接触せ しめ ，ACV を加

え て 培養 した と こ ろ ， ACV の 効果 だけ が 容量依存

性 に 出現 し ，併用効 果 は全 く認 めなか っ た 。と こ

ろ が IFN βに て 4 − 6 時 間 処 理 後 に 中和抗 体を 加

て も併用効果は 消失せ ず，細胞 障害阻 止率 はACV

O．1 μM の みで は10％．IFN ！
θ1U 加 6 の み で は 20％，

両 薬剤 を併 用す る と 70 − 80彩 を示 した 。 　 こ の 結果

は IFN βが Vero 細胞 に 作用 し，抗 ウ イル ス 状態

となりACV と の 併用効果 が 出現 す る と考え られた 。

【結論 】ヘ ル ペ ス を 合併 す る 産 婦 が 経 膣分 娩 し た

場合’新生児の 管理 に ACV と IFN β の 併用が期待

で き る 。こ の 箏実 は IFNP の 高 い ウ イ ル ス 効果 が

新生児 ヘ ル ペ ス の 予防 や治療 ・低免疫状態 に あ る

患 者管理 に 展 開 され る可能性 を想定 さ せ る 。

［目的コ ア ン ギ オ テ ン シ ノ
ー

ゲ ン CA，GT ）遣伝 子

の 255 番 目 の ア ミ ノ 酸は 、メ チ オ ニ ン （M255 ）

ま た は ス v オ ニ ン （T255 ）で あ る が 、妊娠 中 毒

症 患者 に お・い て T255 の 遺伝子 頻 度 が 有 意に 高 い

こ と が 、最近 報告 さ れ て い る 。 こ れ を利 用 し た 妊

娠 中 毒症 発症 の 予 知 の 可 能性 に つ い て 検討し た 。

［方法］ 1） 当 科 で 妊娠 中毒症 と診断 され た 妊 婦

41 例 と 正 常妊 婦 80 例 の AGT 遺伝子 多型 に つ い

て r ・ trospective に 解析し た 。2 ） 当科 を 受 診

した 妊婦 9S例 に つ い て 、AGT 遺伝 子 多型 分 析を

行 な い 、妊娠中毒 症発 症の 有無 を prospective

に 解 析 した 。 対 象 は い ず れ も 日 本 入 と し、遺伝子

解析 に は all ・ 1・ sp ・ cific ・ lig ・ nucleotide

法を 用 い た 。

匚成 績コ 1） 妊娠 中毒症 妊婦 41 例 の うち、M255

の ホ モ （AA ）は 0 例 、　 M255 と T255 の ヘ テ ロ

（Aa ）は 8 例 、　 T255 の ホ モ （aa ）は 55 例 で
、

a の 遺伝子 頻度 は 090 で あっ た
。

こ れ に 対 し て 正

常妊婦 80 例 で は 、AA5 例 、　 Aa41 例 、　 aa56

例 で 、 a の 遺伝 子 頻度 は 0，71 で あ り、有 意 差 が

認 め ら れ た 。　2） prospective に 観察し た 95

例 の うち 、AA 　 2 例で は 妊娠 中毒症 を発症 し た も

の は な く、Aa25 例 中 5 例 が 発 症 し、　 aa70 例 中

14 例 （20 ％ ）が発症 し た 。

［結 論 ］ retro8pective 　 study で は 、妊娠 中

毒症 患者 で T235 の 遺 伝 子 頻 度 が 有 意 に 高 か っ た 。

prosp ・ ctiv ・ study で も T255 遺伝子 を も っ

こ と が 妊娠 中 毒症発症 の 危険 因子 の
一

つ と考え ら

れ 、発症 予知 の 可 能性が 示 唆 さ れ た 。
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